
湿疹（アトピー性皮膚炎や乾燥性湿疹など）に対する軟膏の塗りかた

軟膏使用量の目安や塗りかたは簡単なようではありますが、よく知られていないことも多いようです。ここで軟膏使用量の目安と塗りかたについてお話します。

使用量の目安

1 5ｇチューブから大人の人差し指先端から第一関節まで軟膏を出すとおよそ0.5gです。0.5gで、てのひら２つ分の面積を塗ることができます。（てのひら一つ分は体表面積の１％です。）

2 次は、痒いところ、赤いところがてのひら何個分になるのかはかりましょう。たとえば、てのひら１０個分ならば10個分×0.5g÷2つ分の面積＝2.5gとなり、1回塗るのに2.5ｇの軟膏が必要になり、2回塗ると5ｇチューブ一本を使い切ることになります。

3 容器に入っている場合は、まず、1回にどのくらいの範囲塗るのかを考え、何回ぐらい塗ったら使い切るのか計算するとよいでしょう。両腕に塗るとしたら、その面積は手のひら18個分であり、必要量は18×0.5÷２＝4.5となります。つまり、1回塗るのに4.5g必要になるわけです。50g容器だと、11回ぐらい塗ると使い切ってしまうことになります。

塗りかた

指先に出した軟膏をそのまま患部に塗るのではなく、いったん手のひらでよく練って、それから手のひら全体を使って塗ると均一に塗ることができます。手のひらで練ることにより、体温で軟膏がやわらかくなり、伸びがとてもよくなります。「すり込む」というよりも「伸ばす」ように塗ってください。この塗りかたで十分効果があります。すり込むとかえって赤みが増したり痒くなったりするのでお奨めできません。軟膏はお風呂からあがってからすぐに、少し皮膚が湿っているような状態で塗るとよいでしょう。この時期にぬると、少ない量で広い面積を塗ることができ、しかも塗った後のべたつきも最小限に抑えることができます。


